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学

校
建
設
費
に

四
億
六
千
四
百
八
十

町
道
・
農
道
の
改
良
舗
装
率

　
九
月
定
例
町
議
会
こ
る
い
て
承
刃
恐
・
・

れ
ノ
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
「
般
会
計

と
特
別
会
計
の
状
況
を
わ
知
り
せ
し
ま

す
。

一
万
国

人
〇
・
八
％

総
務
費
　
全
町
電
話
化

　
　
　
　
　
　
　
　
の
促
進
冷
期
す

、ご
，
二

・
〆

一
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ゴ
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一

般
会
計
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ゴ

、

・
、
ヤ∴

・
ノ
♪

　
昭
和
五
十
四
年
度
、
般
会
計
予
算
よ

統
一
地
方
選
挙
の
任
て
あ
，
、
昭
和
五

十
四
三
度
の
施
策
を
決
定
つ
ナ
る
当
初

予
算
も
、
災
害
復
旧
事
業
等
の
特
ソ
な

事
業
わ
除
い
て
ま
、
腎
格
予
算
と
し
、

歳
入
歳
出
と
も
こ
九
億
七
千
万
円
と
し

て
フ
タ
　
ト
し
ま
し
た
　
そ
の
後
、
町

民
の
健
康
つ
く
）
推
進
事
業
、
環
境
衛

生
施
設
整
備
事
業
、
農
林
業
の
基
盤
整

備
手
業
、
町
道
整
備
事
業
、
消
防
施
設

整
備
事
業
、
教
育
施
設
整
備
事
業
、
そ

の
他
各
種
・
争
業
の
追
加
等
、
前
後
八
回

の
補
正
を
行
い
最
終
予
算
は
二
二
億
三

千
七
百
二
拾
七
万
円
と
な
）
ま
し
た
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五
皆
四
一
度
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予
算
ま
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本
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行
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央
卜
初
め
て
二
（
㌔
倍
円
を
超
免
る

大
型
予
算
と
な
り
前
年
変
こ
比
較
す
る

と
三
六
・
　
％
も
の
伸
こ
と
な
♪
ま
し

♪　
五
十
四
任
度
こ
行
つ
・
事
業
の
主
な

も
の
ま
次
の
と
カ
ー
て
す

衛
　
生
　
惑

う
）
各
種
予
防
接
種
の
実
施
、

診
の
一
触
三
層
家
二
つ
と
め
、

隈
つ
）
コ
ノ
ー
ユ
ー
タ
ー
こ
よ
る
住
民

の
健
康
鷹
報
調
査
か
実
施
こ
れ
、
五
丁

二
十
九
名
の
受
診
者
か
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ま
し
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；
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す
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と
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つ
努
力
し
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、
五
十
四
佳
よ
統
一
地
方
蓮
挙

の
托
て
あ
）
、
四
月
こ
知
事
・
県
議
会

議
員
と
町
長
（
需
投
票
）
・
町
儀
会
議

員
の
選
挙
か
行
な
わ
れ
起
か
、
八
月
こ

知
事
の
辞
午
こ
“
つ
再
転
挙
か
行
な
わ

れ
、
十
月
こ
ま
衆
哉
院
議
員
の
選
挙
と

最
高
裁
判
官
の
国
民
審
査
等
通
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四
同

の
選
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を
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療
費
支
給
事
業
こ
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こ
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四
千
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四
力
七
丁
円
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出
を
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ま
し
♪

ゆ
制
限
し
て
農
産
物
の
需
要
の
動
向
こ

即
し
♪
糺
合
的
な
食
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の
目
拾
力
を
高

刀
’
㌔
P
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、
こ
こ
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、
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、
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日
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ご
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向
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つ
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し
♪
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こ
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、
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万
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の
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♪
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♪
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又
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者
か
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つ

農
道
改
良
、
鮪
装
一
事
五
地
区
、
用
水

路
施
支
可
争
＝
地
区
、
橋
梁
改
良
　
地

区
、
二
二
■
二
地
区
な
こ
こ
生
し
て
、

＝
二
四
牙
四
万
二
千
円
の
補
助
全
’
ρ
丈

付
し
ま
し
ナ
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他
の
事
業
と
し
て
ま
、
相
続
し

て
D
r
て
、
る
人
加
祝
隙
開
拓
ハ
ノ
ロ
ノ

・
事
業
、
大
型
雲
道
整
備
事
業
、
夢
村

総
合
整
備
エ
ァ
．
事
業
て
よ
、
ま
場
整

備
「
地
区
（
東
ド
）
、
聖
道
整
備
二
地

区
（
出
口
・
呂
本
則
・
ハ
ノ
山
）
、
菖

・
㌃
勧
雑
用
水
施
、
収
一
地
区
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♪
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♪
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♪
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こ
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舶
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、

迫
改
良
一
事
、
頂
境
整
備
窯
業
と
し
て

鵜
一
口
木
、
三
川
の
↓
地
区
二
簡
易
警
水

施
設
を
実
試
し
ま
し
’
　
地
域
農
政
特

別
対
策
事
業
て
よ
、
よ
場
整
備
一
地
区
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ﾀ
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、
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く
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の
転
興
争
図
）
ま
し
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業
の
抜
落
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、
て
三
、
へ
、
有
櫓

経
営
討
画
こ
基
づ
く
町
’
剛
材
の
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備
・
ど

実
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し
’
、
事
つ
、
　
　
二
路
詠
門
下
四
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ズ
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．
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の
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隻
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↑
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又
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一
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日
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五
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タ
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こ
硬
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恐
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虫
田
中
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除
争
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実
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し
ま
し
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一
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隔
拡
充
二
、
｝
、
　
一
セ
一
丁
へ
白
七
ー
ー
ハ

万
円
を
負
し
’
㌔
町
道
の
改
良
、
補
装
、

馬
震
の
㌧
替
ヌ
つ
仔
、
ま
し
♪
　
r

の
結
果
、
町
道
延
長
千
二
万
九
千
五
百

五
f
　
ズ
ー
－
．
の
内
改
良
漬
延
k
九

万
八
〒
1
七
白
ヒ
f
ハ
メ
ー
　
レ
（
改
艮

・
↑
七
号
・
一
％
）
、
舗
装
瘡
延
長
九

万
↓
下
七
画
四
f
バ
ズ
　
　
レ
（
補
装

車
七
。
八
ち
）
と
な
一
ま
し
’

消
防
費
　
廿
．
η
コ
部
、
・
．

i
　
　
　
　
　
　
　
五
部
、
第
イ
】

み
こ
防
人
水
槽
を
建
．
又
、
本
部
、
弟
二

二
二
可
搬
動
力
よ
ノ
ノ
ソ
三
遷
す
る
な

こ
、
露
旧
事
刀
施
し
又
の
へ
兀
聖
入
’
ソ
M
凶
一
う
ハ
し

♪
c

教
　
育
　
費

♪
カ
　
、
本
町
の
実
能
三
，
話
し
・

児
教
肩
、
r
杖
教
肩
、

、
、
い
身
と
」
ご
健
康
て
一
し
く
日
本

・
夏
す
る
国
民
の
育
成
二
努
刃
ま
し
・

　
特
二
、
東
郷
小
学
校
、
寺
追
小
ゴ
枚

の
争
凹
改
築
と
、
袖
勅
小
壬
枚
屋
内
連

動
易
の
新
、
峡
等
の
串
業
も
合
せ
て
教
有

費
よ
ハ
に
パ
丁
－
四
ド
日
五
i
七
万
円
争
要

し
ま
し
・
　
　
（
学
校
建
．
又
費
　
四
億
ハ

T
四
百
バ
ー
　
万
円
）

　
教
エ
目
ま
国
の

教
肩
乃
釧
こ
し

　
　
　
　
　
幼

社
／
ム
教
育
ル
行

災
害
復
旧
費
　
　
五
±
一
年
台

　
　
　
　
　
　
　
　
風
八
月
、
五
i
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四
年
つ
風
一
十
号
な
こ
の
、
人
占
こ
k
る

陶
遭
、
　
取
迫
、
林
道
、
河
川
な
こ
の
復
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3
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国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
被
保
険
各
の
動
回
よ
転
出
及
び
他
保

父
加
入
等
こ
よ
一
　
・
九
％
の
残
少
と

な
）
ま
し
ナ

　
拙
良
給
月
費
二
つ
h
て
よ
、
軍
人
山

持
の
概
料
化
、
き
2
》
局
紙
療
食
費
丈

給
胡
蛙
実
施
等
こ
k
一
、
年
毎
こ
増
同

の
途
冷
♪
こ
っ
て
㌧
、
’
か
、
㍉
又
伍
曳

こ
あ
っ
て
ま
削
年
度
こ
比
し
一
・
五
％

下
回
る
結
果
と
な
つ
ノ
　
し
っ
し
、
療

良
日
二
つ
、
㌔
て
よ
、
石
支
料
の
長
期
支

給
等
こ
よ
2
朋
年
度
こ
比
し
て
　
血
四

・
七
％
と
入
幅
こ
噌
向
し
、
医
捧
費
全

般
と
し
て
ま
丁
二
％
の
増
と
な
，
ま

し
ナ

　
　
　
～
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入
　
　
に
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T
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九
一
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円
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o
　
　
焙
ム
下
ハ
自
　
一
九
力
　
下

　
　
　
円
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揚
水
道
事
業
特
別
会
計

　
国
師
水
道
一
業
よ
、
山
陰
地
区
外
四

施
L
一
こ
お
、
て
七
一
　
世
帯
、
　
一
丁
五

百
七
｛
ハ
入
の
給
水
を
芙
施
し
て
　
ま

す
　
　
（
普
及
卑
よ
二
七
・
ヒ
％
）

戚
入
　
　
一
千
四
百
　
i
七
力
円

届
出
　
一
T
　
百
里
i
台
力
　
羽
繕

　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

　
町
）
病
院
て
ま
、
外
科
医
師
の
権
保

入
院
唱
］
耗
の
増
な
と
こ
k
つ
て
柄
院
本

来
の
姿
こ
も
と
る
こ
と
か
出
来
、
六
一

四
年
陵
決
算
こ
お
い
て
も
、
的
年
度
こ

引
紙
㍉
、
バ
ー
七
万
九
丁
円
の
里
字
決
算
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ま
し
ナ
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嘱
て
ま
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古
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も
の

て
あ
る

　
一
新
納
院
山
毛
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の
銘

か
あ
る
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、
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納
院
　

か
一
束
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町
名
の
起
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あ
る
　
一
山
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一
ま

　
文
化
遺
産
の
旅
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冠
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梵
鐘
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指
止
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八
任
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、
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山
陰
域
壬
か
冠

講
潜

　
川
ド
　
て
ち
り

現
召
よ
二
野
の
重
厚
糊
母
家
の
引
伸

の
神
殿
こ
格
納
し
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
乳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

黛
¶

、　
謡

蒋
　
　
や

　
青
少
年
健
全
育
成
月
間

　
十
一
月
は
、
全
国
背
少
年
健
全
肩
成

強
調
月
間
こ
当
一
、
全
国
的
こ
青
少
年

を
と
一
ま
く
環
境
の
浄
化
、
健
全
育
放

こ
つ
、
て
、
社
会
の
霞
任
二
才
、
て

考
凡
て
行
こ
つ
と
レ
て
居
一
ま
す

　
本
町
て
も
町
内
各
学
校
、
P
T
A
、

教
育
委
貝
会
一
体
と
な
一
、
青
少
年
を

取
一
ま
く
　
環
境
の
整
備
、
有
害
図
書

の
迫
放
、
自
動
販
売
機
の
設
置
場
所
を

貸
き
な
h
、
電
源
を
貸
さ
な
い
連
動
を

擢
の
、
町
商
工
会
を
通
し
て
町
内
の
各

酌
店
ご
協
力
を
ρ
願
い
し
て
居
る
と
こ

ろ
て
あ
）
ま
す

　
東
郷
町
の
美
し
h
郷
ま
と
、
教
累
増

境
を
　
町
民
あ
ナ
て
寸
っ
て
行
湿
♪
い

も
の
と
慰
い
ま
す

　
久
こ
、
全
国
青
少
年
健
全
育
成
詮
調

月
間
こ
当
一
宮
崎
【
知
圭
の
メ
ノ
士
ー

ノ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ポ
＼
て
の
青
少
年
か
　
健
や
力
二
成

長
す
る
こ
と
よ
　
旧
、
民
ナ
＼
て
の
願
、

て
す
ニ
ジ
刀
本
県
の
青
少
佳
よ

自
）
青
義
心
仙
条
を
制
近
し
、
新
し
、

揖
紀
へ
削
進
ず
る
二
と
を
決
音
し
ま
し

♪
　
て
こ
て
本
県
も
　
こ
れ
こ
呵
暫
し

て
、
【
、
民
の
青
少
焦
の
健
全
首
成
こ
対

す
る
理
解
を
【
層
深
め
る
九
ゐ
　
こ
の

月
間
こ
　
蕎
少
任
の
社
会
参
加
の
舌
動

の
促
進
、
地
域
こ
む
ナ
る
青
少
年
の

百
成
盾
動
の
促
進
、
健
全
な
家
庭
生
盾

の
普
及
促
進
を
車
実
目
標
と
す
る
　
各

種
行
あ
を
　
集
中
的
こ
展
開
、
♪
し
ま

す　
次
代
を
担
つ
青
少
年
の
健
全
百
成
と

、
つ
共
通
の
ぼ
要
な
課
愚
達
放
の
♪
り

市
岡
村
こ
お
う
れ
て
て
、
こ
の
月
間
の

」
義
冷
御
理
解
、
ナ
’
｝
　
地
域
く
る

み
て
　
抵
力
・
あ
拍
進
冷
わ
願
、
申
し
r

ナ
ま
す

　
昭
和
五
ー
カ
任
i
　
月

　
　
白
崎
哩
知
事
　
松
形
祐
尭

　
尚
、
内
閣
粒
理
人
臣
髪
一
の
ゾ
，
壽

i
／
3
、
届
、
て
θ
一
ま
ず
。



、

（4）町報とうこう

郷
土
愛
に
根
ざ
す

肖？

防

　
消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
く

消
防
機
関
で
、
郷
土
愛
の
精
神
に
支
え

ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
組
織
で
す

　
消
防
団
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
他
に
自

分
の
本
業
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
火
災

な
ど
の
緊
急
時
に
は
住
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
を
守
る
た
め
に
勇
敢
に
行
動

，
し
’
」
い
中
承
声
3
一

　
団
員
は
、
消
防
団
長
．
の
指
揮
に
従
い

消
火
活
動
を
は
じ
め
、
残
火
処
理
、
被

，
、
尺
者
の
日
賦
な
ど
を
行
い
ま
す
．
、

　
ま
た
、
地
震
、
風
水
害
な
ど
の
大
災

害
の
場
合
に
は
率
先
し
て
災
害
を
防
止

し
、
住
民
を
守
る
た
め
に
働
｝
、
－
ま
す
、

　
消
防
団
の
活
動
は
こ
れ
ば
か
り
で
な

V「．へへ．●9ハ1吻．・㌧．ρ」9、，’ぜ）e．○、一、・’9．へr㌔．b

団
く
、
野
焼
玉
、
、
や
、
祭
り
な
ど
の
行
事
の

際
に
は
解
戒
に
当
た
る
な
ど
、
広
い
範

囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
．
．

　
こ
の
よ
う
に
、
消
防
団
は
わ
た
し
た

ち
の
二
四
、
与
暮
ら
し
を
守
っ
て
く
れ
る

貴
重
な
存
在
で
す
が
、
都
市
部
へ
の
流

出
に
よ
る
人
口
の
減
少
、
出
稼
y
・
・
な
ど

に
よ
る
長
期
不
在
、
職
場
と
住
ま
い
が

離
れ
て
い
る
た
め
、
昼
問
は
不
在
．
の
人

が
多
い
一
な
ど
の
理
由
か
ら
団
員
数

は
隼
々
減
少
し
、
団
員
を
志
す
人
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
．

　
改
め
て
、
消
防
団
の
育
成
に
つ
い
て

み
ノ
ん
へ
写
叫
」
考
・
免
’
」
み
ホ
野
し
ょ
一
つ
．
、

9
『
●
「
、
．
、
・
・
，
’
、
ノ
・
『
・
・
ノ
．
ノ
9
幽
◆
ノ
⊃
．
．
．
・
）
、
ご
．
．
、
、
p
、
．
：
．
ρ
・
ノ
．
．
．
・
J
r
）
」
：
、
7
、
、
・
．
・
．
、
し
．
．
㌔
・
、
戸
．
・
．
・
，
p
ノ
『
夢
．
」

　
　
塩
月
儀
市
氏
県
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
る
　
　
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
本
県
葉
）
に
郷
土
教
育
の
二
二
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽
く
…
れ
、
ム
丁
日
な
お
、
本
町
教
育
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
情
熱
を
注
が
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
す
と
と
も
に
、
郷
土
歴
史
の
研
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
や
、
文
化
財
の
保
存
活
用
、
牧
水
惇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誹
究
な
ど
多
彩
な
文
化
活
動
ド
三
垢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
の

　
　
　
　
　
　
　
　
書
眉
町
民

　
　
　
　
　
　
　
　
塩
月
儀
市

　
　
灘
一
　
　
氏
は
、
勾

　　

@
　
・
《
、
花
香
・
文

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
，
i
｝
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
f
）
「
「
p
艦

本
県
の
文
化
向
上
に
尽
く
々
・
㌔
れ
た

♪
狽
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
五
年

～
変
宮
崎
県
文
化
賞
を
受
賞
キ
・
・
れ
ま
し

訊
た

〃
完
セ
“
、
大
正
四
年
三
月
、
宮
崎

厚
師
範
護
を
三
・
レ
業
以
来
、
蚕
し

二
．
（
♂
．
：
．
’
・
‘
・
　
●
璽
、
、
　
・
．
．
㌧
9
曳
：
く
で
　
．
「
9
’
　
♂
・

．
．
，
♂
、
．
．

「
．
‘
㌧
　
し
ド
「
，
⊆
ノ
も
、
艦
㌧
■
㌧
　
’
「
㌦
・

、1

^
！

琉
●1●●●㌔グ》．θ．り、’㌔●．、’、●

銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
・
保
管

　
　
基
準
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た

　
十
一
月
十
五
日
は
狩
猟
解
禁
の
日
で

幽
ヲ
。
ハ
ン
タ
ー
の
み
へ
㌧
斗
・
」
ん
に
ル
一
っ
て

は
待
ち
に
待
つ
た
季
節
で
す
が
、
銃
砲

刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
が
改
正

艶
・
・
れ
、
所
持
許
可
．
の
基
準
が
こ
れ
ま
で

よ
り
厳
し
く
な
り
（
五
十
五
年
六
月
二

十
一
日
か
ら
実
施
）
、
新
た
に
保
管
の

基
準
が
定
め
ら
れ
た
（
同
十
一
月
二
十

「
日
か
ら
実
施
）
の
を
こ
ぞ
ん
じ
で
す

か
．
．　

と
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
を
起
こ

斗
・
㌔
な
い
た
め
に
も
、
改
正
点
の
主
な
内

容
を
ぜ
一
、
）
知
っ
て
お
い
て
く
だ
・
｝
．
㌔
い
．
、

所
持
の
許
可
基
準
が

　
　
　
整
備
さ
れ
ま
し
た

　
虚
鴇
の
申
請
者
は
不
許
可

7
銃
砲
・
刀
剣
類
を
所
持
す
る
た
め
に

必
要
な
許
可
申
請
書
や
添
付
書
類
中
に

嵯
偽
の
記
載
が
あ
一
・
た
り
、
重
要
な
事

実
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
場
合
は
、
許

可
ふ
・
㌔
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
一

〔
虚
偽
の
記
載
を
し
た
場
合
、
十
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
）

　
凶
悪
犯
は
十
年
間
不
許
可

▽
銃
砲
・
刀
剣
類
を
使
r
・
て
、
殺
人
、

傷
害
、
強
盗
、
恐
喝
、
人
質
に
よ
る
強

要
．
仔
為
な
ど
、
死
刑
ま
た
は
無
期
も
し

く
は
一
一
．
年
以
上
の
ム
役
・
禁
固
に
あ
た

り
つ
凶
帰
心
へ
5
…
非
♪
響
犯
㍗
し
お
」
者
鳥
越
、
　
り
て
の
田
非

《
目
月
1
5
日
狩
猟
解
禁
》
．

を
犯
し
た
日
か
ら
十
年
間
、
猟
銃
を
所

持
す
る
こ
と
が
で
㌧
、
－
な
く
な
り
ま
し
た

不
法
所
持
者
は
刑
了
後
も

　
　
　
　
　
五
年
間
不
許
可

［ソ

e
砲
・
刀
剣
類
の
所
持
許
可
の
取
消

処
分
を
受
け
た
言
及
び
こ
れ
ら
を
不
法

に
所
持
し
て
い
た
者
は
、
処
分
ま
た
は

刑
了
後
五
年
間
は
許
可
き
れ
な
い
こ
と

げ一

ﾖ
与
り
ま
引
し
ハ
」
．
、

　
技
能
検
定
や
射
撃
教
習
を

受
け
る
た
め
だ
け
に
猟
銃

を
所
持
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
る
な
り
ま
し
た

　
技
能
検
定
序
　
受
几
」
ワ
Q
阻
吻
ム
ロ
は
、
　
宮
号
門

県
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
猟
銃
、
ま

ハ」

A
　
郎
一
撃
新
刈
羽
臼
・
甲
・
悪
又
穿
u
ワ
9
川
吻
ム
［
摩
一
ゆ
び
、

教
習
射
撃
場
に
備
え
つ
け
ら
れ
た
猟
銃

を
、
そ
れ
ぞ
れ
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
二
と
に
な
り
、
そ
れ
以
外
の
猟
銃
は

所
持
で
㌧
噸
－
な
く
な
り
ま
し
た

　
こ
れ
は
、
猟
銃
の
取
り
扱
い
が
不
慣

れ
な
段
階
に
あ
る
初
心
者
に
は
、
臼
分

の
猟
銃
を
も
つ
こ
と
が
危
険
な
た
め
で

す
、銃

砲
保
管
に
関
す
る

　
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た

　
銃
砲
の
盗
難
が
多
く
発
生
し
て
い
る

た
め
保
管
設
備
や
そ
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
新
た
に
総
理
府
令
で
定
め
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
こ
の
保
管
に
違
反
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
場
合
、
公
安
委
員
会
に
よ
る
朔
人

り
検
査
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
、

三
年
以
上
使
っ
て
な
い

猟
銃
は
所
持
許
可
が

取
り
消
さ
れ
ま
す

　
猟
銃
ま
た
は
空
気
銃
に
つ
い
て
所
持

の
許
可
を
う
け
て
か
ら
、
三
年
以
ヒ
使

っ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
・
｝
、
・
は
、

そ
4
2
許
可
が
取
り
消
ふ
・
・
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
．
．

　
こ
れ
は
危
害
予
防
の
う
え
か
ら
も
、

不
必
要
な
猟
銃
を
で
≒
・
る
ど
け
排
除
し

よ
う
と
い
う
考
え
方
に
た
r
・
て
の
二
と

で
す
．
．

　
取
伸
柿
翫
仏
の
改
ド
m
ド
ト
つ
い
ン
」
、
　
珊
叶
一
し
・
、

お
知
り
に
な
㍉
た
い
方
は
、
最
寄
り
の

警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
、

9

藍
定
窯

町報とうこう（5｝

　　　　考察つむぎ

　　　　＝見なおされる内職＝
　都城市に一ド社を置く桑原畝物企業組合が、昨年9月

県北部進出第1弾として、ユニ場を仲深の甲斐善重郎氏

宅に開設してから早くも！年が過ぎました，

　当初5名の祇］．1でスタートしましたが、現在では13

名と増してます、本社から！睾者の派遣を受けて、技

毎の習待向．ヒに努め、安定した収入を得るようになっ

たそうです；事レ慧修得後は自宅で仕事が出来、とかく

留守がちになっている家庭の佳事を続：干ながら出来る

内職として見なおされています．

　あなたも”紐う姫“になれますよ！

ぐ

青年駅伝大会

2位　　越表Aチーム

　　　　タイム　1時聞25分5ア秒

3位　羽坂チーム

　　　　　　　　1時問26分34秒

区間新記録

　　　　1区（4，0K）川原洋楽（田野）13分26秒

　　　　2〃（4．9K）黒木初寿（寺迫A）17〃18〃

　　　　3〃（5．1K）寺原政志（羽　坂）17〃57〃

　　　　4〃　（1。5K）黒木明子（寺迫A）6〃69〃

　　　　5〃（1．5K）直野美智代（福瀬）6〃59〃

　　　　6〃（4．1K）三原勝美（寺迫C）15〃36〃

　晩秋の東郷路に13チームが、健脚を競う町青年駅

伝大会が11月9日午前9時、越表の中水流をスタート

に女子二名を含む六区間21キロのコースで行なわれま

した、

　今大会も、前年は雨のため、中止になり、今年の大

会に望む意気込みは各チームとも強いものでした＝

　成績は次のとおりです。

優勝　　寺迫Aチーム

　　　タイム　1時間21分12秒

　　　　　（黒木克彦、黒木一一、海野傑、黒木昭子

　　　　黒木孝子、海野宏）

．
　
　
Y
．

牧
水
先
生
の
生
涯
一
禦

　
大
正
三
年
に
第
七
歌
集
一
秋
風
の

歌
」
を
出
版
し
ま
し
た
．
．
三
百
七
十

七
首
収
め
て
い
ま
す
が
、
寂
蓼
感
に

満
ち
た
歌
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す

・
春
来
ぬ
と
こ
こ
ろ
そ
ぞ
ろ
に
と
き

　
め
く
を
か
な
し
み
て
野
に
い
で
で

　
来
し
か
な

・
母
一
、
し
と
り
拾
ふ
と
も
な
く
栗
一
、
冒
ろ

　
ふ
か
の
裏
山
の
秋
ふ
か
｝
、
・
か
・
も

　
大
正
四
年
に
は
第
み
歌
集
「
砂
丘

」
を
出
版
し
ま
し
た
．
．
百
九
十
七
首

収
め
て
い
ま
す
，

・
時
を
お
き
老
尚
）
雫
お
つ
る
ご
と

　
静
げ
｝
、
・
酒
は
朝
に
こ
そ
あ
れ

・
と
あ
る
日
の
朝
．
の
鼻
、
郭
、
）
し
｝
噛
－
心
よ

　
り
野
に
出
で
て
君
恋
ふ
る
か
な

　
大
正
五
年
に
第
九
歌
集
「
，
朝
の
歌

」
を
出
版
し
ま
し
た
．
．
二
百
七
十
三

首
を
収
め
て
い
ま
す
．

・
ふ
る
き
と
の
秋
．
の
最
中
を
ふ
と
思

　
ふ
お
も
は
ぬ
空
の
有
明
の
穏

・
わ
が
庭
の
竹
の
林
の
浅
げ
れ
ど
降

　
る
雨
見
れ
ば
春
は
来
に
け
り

三
、
）
つ
そ
り
と
馬
乗
り
人
る
る
津
軽

　
野
の
五
所
甲
原
町
は
雪
小
止
せ
り

　
大
正
六
年
四
月
に
故
郷
か
ら
老
母

が
上
京
し
て
来
ま
し
た
．
非
常
な
親

思
い
で
あ
り
な
が
ら
、
貧
し
ふ
、
、
の
た

め
に
父
の
死
後
す
で
に
四
、
五
年
も

家
に
帰
ら
な
い
で
、
朝
夕
の
鳥
の
噺
、

緯
癖
鷲
一

た
老
母
．
の
顔
を
見
て
、
嬉
し
い
と
ゴ
、

悲
し
い
と
も
つ
か
ぬ
烈
し
い
感
が
胸

一
ぼ
い
に
こ
み
あ
げ
1
、
容
易
に
は
…
」

．
の
も
（
．
∩
え
ま
せ
ん
で
し
た
．
．

　
老
母
の
東
京
で
の
生
活
を

「．

ｵ
十
「
才
に
し
’
、
は
、
そ
れ
で
も

低
下
…
．
）
に
　
兀
D
丸
4
こ
の
ガ
Q
．
　
軒
目
ノ
＼
・
・
り
R
し
っ

と
し
て
い
る
こ
と
の
嫌
一
、
）
な
人
で
来

る
と
す
ぐ
か
ら
、
や
か
ま
し
い
孫
．
の

守
を
し
て
居
ら
る
る
．
四
百
里
近
い

日
向
．
の
山
の
中
か
ら
は
る
ば
る
出
て

来
た
二
．
の
珍
～
呑
を
ど
う
し
て
満
足
さ

共
．
　
し
ょ
，
つ
か
鴫
」
私
峠
ゆ
い
土
帆
狼
．
減
聴
し
団
閃
’
・

て
い
る
．
永
い
間
自
ガ
を
棄
’
、
て
顧

り
み
な
い
こ
の
不
孝
の
児
に
対
し
て

も
母
は
つ
ゆ
　
つ
愚
痴
を
云
は
ず
恨

み
を
述
べ
ず
、
唯
た
逢
ヂ
・
た
が
嬉
し

い
で
、
ほ
く
ほ
く
し
て
屠
ら
れ
る
．
．

そ
し
’
㌔
貧
し
い
↓
家
の
も
て
な
し
に

心
底
か
ら
満
足
し
て
居
ら
る
る
よ
う

で
あ
る
．
．
何
彼
に
つ
け
私
に
は
涙
の

み
で
あ
る
．
母
は
　
か
目
ば
か
り
滞

在
、
貧
し
い
な
り
に
も
と
に
か
く
ど

う
に
か
や
’
・
て
い
る
我
が
子
の
家
庭

を
見
’
、
安
心
し
一
、
ま
た
郷
里
の
家
に

帰
r
ノ
て
行
r
ノ
た
．
．
．
と
記
し
て
い
ま

す
．

塩
月
　
儀
市



（6）点出とうこう
■
睡
、
『
こ
、
聰
融
こ
、
こ
一
瞳
、
こ
、
、
鷺
亀
こ
こ
、
I
l
、
こ
、
、
電
沸
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お
し
ら
せ

　

［；．一

三 ワ

　
　
　
　
　
　
　
’

、

県
民
手
帳
の
あ
っ
せ
ん

　　　　　　　　　　　一r　　　　　　　　　　〆’一　　　　　　　　一ダ「r　　　　　　　’ノ卿　　　　　　8’”　　　　”一　　　一’”　　■　’　一　’　”一　一

　
昭
和
五
十
六
年
痘
版
の
県
民
手
帳
を

あ
r
．
せ
ん
し
て
い
ま
す
、

　
価
格
は
一
冊
三
⊃
e
円
で
、
表
紙
は

黒
色
と
赤
色
で
す
が
毒
デ
子
帳
の
大
き
き

が
違
い
ま
す
，

黒
色
た
1
、
1
2
・
9
伽
よ
こ
8
・
4
伽

赤
色
た
て
1
1
・
4
㎝
よ
こ
7
・
4
砺

　
各
紐
伸
長
、
職
場
の
代
表
者
な
ど
を

通
し
’
、
、
役
場
企
画
財
政
課
で
駈
付
け

て
い
ま
す
．
の
で
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ

ン
ー
㌔
い
．
、

共
同
募
金
会
東
郷
町
分
会

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

共
　
同
　
募
　
金

全
国
「
斉
に
十
月
　
日
か
ら
「
，
赤
い
羽

根
」
共
同
募
金
連
動
が
展
開
き
れ
て
お

り
、
本
町
に
お
い
て
の
昭
和
五
十
五
年

度
目
標
七
十
万
円
の
達
成
に
御
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
、

昭
和
二
十
二
」
比
∴
一
赦
尤
這
聴
し
ハ
」
丘
ハ
同
募
努
　

運
動
も
今
年
で
第
．
　
二
十
四
回
目
を
迎
え

　
九
八
二
年
代
は
國
の
内
外
を
と
わ
ず

多
事
多
難
な
伍
，
代
と
言
わ
れ
、
国
の
財

政
事
情
の
厳
し
い
と
㌧
、
－
、
社
会
福
祉
に

対
す
る
財
政
投
入
に
見
直
し
が
行
な
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
．
一
と
り
わ
け
急

速
な
高
山
化
社
会
を
迎
え
、
老
人
福
祉

♪
甲
一
｛
甲
・
「
心
ン
一
㍗
し
’
㌔
際
旧
眠
へ
与
ノ
、
ノ
＼
’
ウ
広
げ
・
り

れ
る
国
民
の
福
祉
の
必
要
に
対
し
支
障

を
き
た
す
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る

ニ
ニ
に
お
い
て
そ
の
財
源
は
お
互
い
住

民
の
持
ち
寄
り
に
よ
る
手
造
り
の
福
祉

の
推
進
が
必
要
と
な
り
．
、
そ
の
財
源
と

し
て
共
同
募
金
の
果
す
役
割
と
使
命
は

大
で
あ
る
と
考
え
ま
す
，

　
こ
の
資
金
が
社
会
福
祉
事
業
と
し
一
、

ね
た
｝
、
・
り
老
人
、
身
障
昔
児
、
母
子
世

帯
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
援
助
、
底
所
得

者
世
帯
の
援
護
に
手
を
・
ヴ
略
㌔
し
延
べ
る
こ

と
が
出
来
、
共
同
募
金
に
・
．
広
り
本
町
社

会
福
祉
に
も
た
ら
す
よ
う
二
卵
、
）
の
姿
を

田
心
h
㌦
り
へ
昭
べ
’
」
い
》
ハ
」
F
「
｝
、
、
、
　
　
　
悶
周
の
士
兀

実
と
期
待
に
対
し
そ
の
重
要
性
を
再
認

淋
蔽
，
し
’
㌔
社
ム
云
連
帯
精
神
’
甲
二
局
↓
”
づ
Q
し
ょ
・
つ

皆
さ
ん
の
仕
ハ
同
募
金
運
動
に
積
極
的
な

参
加
御
協
力
を
お
願
い
申
し
ヒ
げ
ま
す

◎
御
寄
付
御
礼

昭
和
五
十
五
年
八
月
十
「
日
か
ら
十
月

十
三
日
ま
で
の
間
に
香
典
返
し
と
し
て

つ
ぎ
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
御

寄
付
を
い
た
だ
≧
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
謹
ん
で

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
こ
こ

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

［
、
・
児
洗
　
三
生
重
統
ン
・
、
ん
か
ら

　
（
井
ヒ
つ
ヶ
ル
デ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

▽
福
瀬
塩
月
兵
一
き
ん
か
ら

　
（
ハ
ル
善
・
・
ん
。
8
2
歳
ご
死
去
）

．
、
矯
旧
W
瀬
　
二
日
U
マ
斗
．
工
ふ
、
、
ノ
ん
へ
梵
．
つ

　
（
参
治
払
、
」
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

…
、
小
野
田
　
若
林
義
雄
き
ん
か
ら

　
（
イ
シ
｝
・
」
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

r
、
坪
谷
　
稲
田
八
郎
き
ん
か
ら

　
（
清
斗
・
・
ん
・
8
2
歳
ご
死
去
）

・
坪
谷
　
寺
原
繁
夫
斗
・
、
ん
か
ら

　
（
東
き
ん
・
4
0
歳
ご
死
≠
¢

」
、
長
崎
　
安
藤
勝
憲
き
ん
か
ら

　
（
ス
エ
並
・
・
ん
8
6
歳
ご
直
直
）

．
・
福
瀬
．
川
越
松
子
ふ
・
㌔
ん
か
・
．
つ

　
（
浅
士
9
・
・
ん
・
7
9
歳
ご
飛
去
）

◎
心
配
ご
と
相
談
所
案
内

こ
の
相
談
所
は
町
民
の
皆
様
の
心
配
ご

と
の
解
決
の
御
手
伝
い
を
し
’
、
い
ま
す

次
回
は
左
記
の
と
お
り
開
｝
、
・
ま
す
か
ら

御
利
用
し
て
下
き
い

開
設
日
　
十
二
月
十
六
日
第
三
火
曜
日

時
　
間
　
午
前
九
時
～
午
后
三
時

場
所
　
老
人
福
祉
館

苧一一．一まちのうごき’一一、
ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

・　　　　　　　　　l
l人口6，601人（∴33）1

て．　　　　　　　　　　　　　　l
l　男　3・196人　（△50）1

｝女　3，405人　（17）｛

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1世帯向1，766戸（14》

1　　55年10月1日現在　　1

　　　　　　　　　　　　き
　　　（　）は門前月比

ノ’一身．ご　｛一一♂㍉一ピ皆．曜．ノ矯

．
行
政
書
士
”
を

一．

v
存
じ
で
す
か

こ
ん
な
と
き
に
は
行
政
書
士
へ

．
・
身
分
ヒ
の
こ
と
に
関
す
る
二
と

　
婚
姻
、
出
生
、
死
し
、
養
子
縁
組
等

の
届
、
手
続
を
し
た
り
、
そ
の
他
、
住

民
課
窓
口
に
お
す
る
各
種
の
壬
続
を
し

た
、
噛
と
き
、

一
、
・
農
地
に
関
す
る
こ
と

　
農
地
転
用
、
売
買
、
交
襖
、
贈
与
等

．
の
手
続
を
し
た
い
と
し
剛
魑
、
一

　
・
手
創
利
用
に
関
す
る
こ
と

　
開
発
行
為
許
可
、
公
有
地
払
下
、
使

用
許
可
等
の
手
続
を
し
た
い
と
き
、

［、

E
営
業
許
可
に
関
す
る
こ
と

　
飲
食
店
、
バ
ー
、
キ
ヤ
バ
ン
ー
、
砕
脈

館
、
料
理
店
主
．
の
許
可
を
受
け
た
い
と

モ
ノ
ご
．
．

［、、

C
自
動
車
に
関
す
る
二
と

　
自
動
車
登
録
申
請
、
卓
庫
証
明
願
、

運
送
業
免
許
申
請
等
の
手
続
》
．
－
を
し
た

い
と
≒
・
．
．

∵
交
通
事
故
に
関
す
る
こ
と

　
自
賠
責
保
険
・
任
意
保
険
又
は
後
遺

障
害
、
損
害
陪
償
金
の
請
求
を
し
た
い

と
」
》
、
・
．
．
示
談
書
．
の
作
成

…，

E
建
設
業
に
関
す
る
こ
と

　
大
工
ン
・
・
ん
、
土
木
業
、
左
官
業
等
建

肌収

ｰ盲

ﾒ
》
一
p
し
’
㌧
の
許
可
フ
甲
二
蛍
ウ
一
み
」
い
一
こ

噛
き
．
．「

、
権
利
義
務
に
関
す
る
こ
と

　
姦
盗
書
、
へ
，
一
書
、
協
儀
詳
、
陳
清
書

始
末
書
等
．
の
書
類
作
成
．
．

　
こ
．
の
よ
う
に
官
公
署
に
提
出
す
る
書

類
作
戎
は
毎
J
政
事
士
に
ご
塩
辛
下
き
い

轡
懇
鱗

　
　
　
　
　
8
・
9
月
届

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
父
の
名

　
　
　
　
　
　
　
一

Z　
　
　
　
義

fろ三　》「景　築　弓（　．．之

｝藤　「日　津貞　　　　与己

裕香秀

古織凌日揮白
．幸広．一一一．幸．．茂一父

　　太　　 の

迎福小仲旧開
山1瀬笛深野所

結
婚
お
め
で
と
う

塩奈

≒須

光

子究

福鶴

雑内

　　氏
　田

た春

み　　名

子至

高迫住

賊所

下林

賀

福孝

美堆

日鶴
向野
市内

r財く

本野

寿真
7目

代

仲仲

｝空。空
＝で、ド＼

坂天

田野

艶利

子光

日坪
向

市谷

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

木lii晶晶安平小寺若塩フi・那

付越田田藤田林原林月．ヒ須．氏・

俊朝三鶴ス　和　 でパフ勝名

一吉三松エ清男東ジレケ平

　　　　　　　　　　　　エ77796・768682・3・・85828472奮

　　　　　　　　　　　　1
鵜福迫田寺坪福坪小福越羽住
隔寓野迫願論瀬麺所
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